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創
立
二
十
周
年
に
あ
た

っ
て

財
団
法
人
東
京
都
生
涯
学
習
文
化
財
団

理
事
長

　

市

川

芳

正

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、

昭
和
５５
年
７
月
に
財

団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
、

例
東
京
都
教
育
振
興
財
団
、

さ

ら
に
働
都
民
カ
レ
ッ
ジ
と
の
統
合
を
経
て
、

こ
の
た
び
、

満

２０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、

数
々
の
発
掘
調
査
を
遂
行
し
、

考
古
学
の
進
展

に
少
な
か
ら
ず
貢
献
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
、

前
身
の
遺
跡
調
査
会
時
代
を
含
め
る
と
３５
年
に
わ
た

っ
て
続

け
て
き
た
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
遺
跡
群
の
調
査
は
、

丘
陵
全

体
を
限
な
く
調
べ
た
世
界
で
も
希
有
な
例
で
す
。

千
箇
所
近

く
に
及
ぶ
遺
跡
調
査
に
よ
り
約
５
万
年
前
の
石
器
を
は
じ
め
、

大
昔
か
ら
丘
陵
で
暮
ら
し
て
き
た
人
々
の
生
活
の
様
子
を
解

き
明
か
す
膨
大
な
情
報
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
３
年
度
か
ら
は
、

調
査
対
象
地
域
を
都
内
全
域
に
広

げ
、

市
ケ
谷
や
汐
留
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
大
名
屋
敷
跡
の

調
査
等
々
に
よ
り
、

学
術
上
も
貴
重
な
成
果
を
あ
げ
て
お
り

ま
す
。

近
年
は
、

全
国
で
も
発
掘
調
査
が
進
み
、

歴
史
教
科
書
を

書
き
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
発
見
も
続
き
ま
し
た
。

そ

の
成
果
の

一
端
は
、
７
月
２０
日
ま
で
江
戸
東
京
博
物
館
で
開

催
さ
れ
て
い
る

「発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
０
０
１
新
発

見
考
古
速
報
展
」
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

２０
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、

厳
し
さ
を
増
す
財
政
環
境
に

あ
り
ま
す
が
、　

一
層
の
効
率
的
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

設
立
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

先
人
の
残
し
た
貴
重
な
文
化
遺

産
を
次
代
に
引
き
継
い
で
い
く
重
要
な
責
任
を
呆
た
し
て
い

き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
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瀬
戸
岡
分
室
で
は
平
成
１０
年
５
月
か
ら

平
成
１１
年
３
月
に
か
け
て
、

あ
き
る
野
市

内
の
天
神
前
遺
跡

・
上
賀
多
遺
跡

・
瀬
戸

岡
３０
号
墳

・
新
道
通
遺
跡
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

縄
文
時
代
か
ら
近
世
以
降
ま
で

の
遺
構
と
遺
物
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

中
心
と
な
る
時
期
は
古
墳
時
代
後
期
で
、

住
居
跡
は
天
神
前
遺
跡
か
ら
６
軒
、

新
道

通
遺
跡
か
ら
１９
軒
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
６

・
７
年
度
に
調
査
さ
れ
た
隣
接

す
る
三
吉
野
遺
跡
群
か
ら
は
３６
軒
の
住
居

跡
が
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
こ
れ
を
合

わ
せ
る
と
６．
軒
に
な
り
、

未
調
査
部
分
を

含
め
る
と
か
な
り
大
規
模
な
集
落
だ
っ
た

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
こ
の
中
の
新
道
通
遺
跡
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
道
通
遺

跡
は
平
井
川
の
右
岸
に
位
置
し
て
い
て
、

表
土
を
５０

側
も
掘
り
下
げ
る
と
す
ぐ
河
原
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石
が
露
出
し
て
く
る
た
め
、

当
初
は
こ
ん

な
場
所
に
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
と

は
予
想
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
掘
り
下
げ
る
に
し
た
が
っ
て

土
師
器
片
な
ど
が
顔
を
出
し
は
じ
め
、

そ

の
出
土
す
る
範
囲
が
方
形
に
な
り
、

土
層

を
よ
く
観
察
す
る
と
遺
物
の
出
る
範
囲
の

土
は
若
干
柔
ら
か
く
、

色
調
も
や
や
暗
い

こ
と
が
分
か
り
、

最
終
的
に
は
調
査
し
た

全
面
が
住
居
跡
だ
ら
け
と
い
う
状
態
に
な

り
ま
し
た
。

住
居
跡
１９
軒
の
平
均
的
な
大
き
さ
は
、

お
よ
そ
縦
５
．
４

ｍ
ヽ

横
５
．
２

ｍ
で
ヽ

形
は
正
方
形

に
近
く
、

カ
マ
ド
と
貯
蔵
穴
、
４
本
の
柱

穴
、

壁
溝
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
マ

ド
の
構
築
は
北
側
部
分
に
多
く
、

西
側
が

こ
れ
に
続
き
、
１
軒
の
み
が
東
側
に
構
築

さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
マ
ド
は
使
用
回
数
が

少
な
い
の
か
、

後
世
に
水
を
受
け
た
た
め

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
内
壁
等
は
あ
ま
り

焼
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

袖
は
真
土
を

主
体
と
し
た
上
で
構
築
さ
れ
て
お
り
、

炊

き
田
部
分
に
は
ほ
と
ん
ど
の
住
居
跡
で
大

型
の
自
然
礫
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

４
本
の
柱
穴
は
比
較
的
浅
い
も
の
で
し

た
が
、

礫
層
を
掘
り
抜
い
て
構
築
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

住
居
跡
内
の
遺
物
の
出
土
状

態
は
概
ね
レ
ン
ズ
状
の
自
然
堆
積
と
思
わ

れ
る
状
況
で
あ
り
、

上
部
に
は
５

側
程
度

の
小
破
片
が
多
く
、

掘
り
下
げ
る
に
し
た

が

っ
て
大
き
さ
を
増
し
、

床
面
に
は
完
形

に
近
い
土
器
が
数
多
く
出
土
し
ま
し
た
。

住
居
跡
か
ら
出
上
し
た
遺
物
は
、

土
師

器
が
中
心
で
、

他
に
須
恵
器
、

土
製
品
、

鉄
製
品
、

石
器
、

礫
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

土
師
器
は
杯
、

塊
、

鉢
、

発
、

甑
な
ど
、

須
恵
器
は
杯
、

蓋
、

長
頚
壷
な
ど
の
器
種

が
あ
り
ま
し
た
。

土
製
品
に
は
玉
や
紡
錘

車
、

性
格
不
明
の
棒
状
や
環
状
の
製
品
、

支
脚
な
ど
が
あ
り
、

鉄
製
品
で
は
鏃
や
釘

が
出
上
し
て
い
ま
す
。

石
器
に
は
砥
石

・

磨
石

・
台
石

・
編
物
石
な
ど
が
あ
り
、

砥

石
は
使
用
痕
か
ら
金
属
製
品
の
刃
研
ぎ
な

ど
に
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

編

物
石
は
簡
便
な
編
物
を
行
な
う
た
め
の
石

錘
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
礫
で
、
８
個
程
度
の
礫
を
１
セ
ツ
ト
と

し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

新
道
通
遺
跡
の
住
居
跡
は
概
ね
６
世
紀

末
か
ら
７
世
紀
初
頭
の
時
期
に
営
ま
れ
た

も
の
が
多
く
、

集
落
内
で
は
比
較
的
古

い

時
期
の
住
居
跡
が
多

い
こ
と
が
判
明
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
ど
う
ゆ
う

経
緯
で
こ
こ
で
生
活
を
営
む
よ
う
に
な

っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

川
の
そ
ば
は
飲
料
水
の
確
保
や
各
種
入

排
水
に
は
便
利
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

す
ぐ
下
が
河
原
石
と
い
う
状
態
で
す
か
ら

農
地
に
は
不
向
き
と
思
わ
れ
、

雨
期
に
は

川
が
氾
濫
す
る
可
能
性
も
高
か

っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

前
述
し
た
三
吉
野
遺
跡
群
の
調
査
で
は
、

「牧
」
の
可
能
性
を
示
す
遺
構
と
遺
物
が

検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
回
の
調
査
で
は

そ
れ
を
直
接
的
に
補
強
す
る
資
料
に
は
恵

ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、

遺
構

・
遺
物
に

反
映
さ
れ
た
技
術
的
側
面
か
ら
み
た
同
時

期
の
集
落
と
の
比
較
や
牧
の
開
始
時
期
に

関
す
る
検
討
、

当
集
落
の
成
立
に
関
わ
る

社
会
的
背
景
の
解
明
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
解
明
に
は
、

地
道
な
資
料

の
積
み
上
げ
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
ま
す
。

瀬
戸
岡
分
室
で
は
現
在
、

報
告
書
刊
行
の

た
め
の
整
理
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（金
持
健
司
）

4号 住居跡 遺 物出土状態

- 2 -



大江戸掘りもの帖 ～十六～

文化財講座 く39〉
汐
留
遺
跡

の
石
製
品

江
戸
時
代
の
汐
留
遺
跡
の
特
徴
を
ま
と

め
る
と
、

武
家
地
で
あ
る
こ
と
。

低
地
に

立
地
す
る
こ
と
。

消
費
地
で
あ
る
こ
と
の

三
点
に
集
約
で
き
ま
す
。

汐
留
遺
跡
か
ら

出
上
し
た
石
製
品
に
は
、

硯

・
温
石

・
砥

石

・
印
鑑

・
箱
庭
道
具

・
植
木
鉢

・
軽
石

・

石
筆

・
墓
石

・
鋳
型
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
中
に
は
居
住
者
で
あ
る
武
士
の

嗜
み
を
反
映
し
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

硯

窒
じ
。

印
鑑

（書
絵
▼

箱
庭
道

具

（盆
景
▼

植
木
鉢

（盆

栽
▼

茶
臼

（茶
）
な
ど

で
す
。

低
地
に
立
地
す
る
遺
跡

の
利
点
は
、

台
地
上
で
は

消
失
し
て
し
ま
う
木
製
品

や
漆
製
品
が
豊
富
に
残
る

こ
と
で
す
。

石
製
品
の
中

に
も
赤
漆
を
塗

っ
た
硯
や

砥
石
が
出
上
し
て
い
ま
す
。

石
製
品
の
大
部
分
は
、

商
品
と
し
て
特

定
の
生
産
地
で
作
ら
れ
ま
し
た
。

国
元
や

江
戸
市
中
で
購
入
さ
れ
た
後
は
、

屋
敷
内

に
持
ち
込
ま
れ
、

使
わ
れ
、

そ
し
て
捨
て

ら
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、

砥
石
に
は
擦
り

減
り
す
ぎ
て
薄
く
な
り
折
れ
た
も
の
、

硯

に
は
墨
を
す
る
部
分
の
底
が
抜
け
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。

石
製
品
は
そ
の
種
類
に
よ
り
形

。
大
き

さ

。
石
材
に
共
通
性
が
見
ら
れ
ま
す
。

規

格
化
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

例
え
ば
温
石

と
い
う
懐
中
行
火

（あ
ん
か
）
は
、

手

の

ひ
ら
サ
イ
ズ
の
石
板
の

一
端
に
穴
の
開
い

て
い
る
製
品
で
す
が
、

全
く
異
な
る
３
種

類
の
石
質
が
あ
り
ま
す
。

結
晶
片
岩
と
砂

質
凝
灰
岩
と
滑
石
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
大
き

さ
が
異
な
り
ま
す
。

石
質
の
差
は
生
産
地

の
違
い
を
意
味
し
ま
す
。

各
々
の
産
地
で

石
質
の
特
性
に
応
じ
て
規
格
を
制
定
し
た

の
で
し
ょ
う
。

規
格
を
統

一
す
る
と
い
う

こ
と
は
、

商
品
が
既
製
品

（
レ
デ
ィ
ー
メ

イ
ド
）
だ
か
ら
で
す
。

石
製
品
と
い
う
よ
り
も
石
造
物
と
言

っ

た
方
が
良
い
も
の
に
石
灯
籠
が
あ
り
ま
す
。

庭
園
に
置
か
れ
る
も
の
で
、

そ
の
購
入
は

造
園
の
際
に
発
注
す
る
の
で
し
ょ
う
。

注

文
品

（オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）
で
す
。

商
品
と
し
て
完
成
品
が
購
入
さ
れ
る
こ

と
の
多

い
石
製
品
に
あ

っ
て
、

材
料
を
購

入
し
自
分
で
創
り
上
げ
る
製
品
が
あ
り
ま

す
。

印
鑑
で
す
。
こ
れ
に
は
滑
石
と

い
う

軟
質
の
石
材
が
使
わ
れ
、

印
材
に
文
字
を

刻
ん
だ
り
飾
り
を
彫
る
も
の
で
、

手
作
品

（
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
）
の
典
型
で
す
。

印
鑑

を
作
る
方
法
に
は
も
う

一
つ
あ
り
ま
す
。

硯
を
原
材
と
す
る
転
用
で
す
。

そ
の
作
り

方
は
、

硯
そ
の
も
の
に
刻
字
し
切
り
取
る

か
、

印
鑑
の
大
き
さ
に
切
断
し
た
断
片
に

刻
字
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
も

ハ
ン
ド
メ

イ
ド
で
す
。

石
製
品
の
転
用
の
例
に
は
墓

石
も
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
汐
留
に
墓

地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず

墓
石
が
出
上
し
た
の
に
は
訳
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
明
治
時
代
の
建
物
の
基
礎
に
使
わ

れ
て
い
た
の
で
す
。

つ
ま
り
、
ど
こ
か
の

墓
地
に
建

っ
て
い
た
墓
石
が
、

何
か
の
拍

子
に
石
材
と
し
て
汐
留
に
持
ち
込
ま
れ
、

建
築
材
に
使
わ
れ
た
の
で
す
。

明
治
初
頭

は
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
で
官
庁
間
で
石
材
を
奪

い
合

っ
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

墓
石
の
下
の
仏
様
は
ど
う
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。

石
製
品
の
中
で
唯

一
屋
敷
で
の
生
産
を

示
す
遺
物
に
鋳
型
が
あ
り
ま
す
。

製
品
は

鉛
製
の
網
の
錘
で
、

鋳
型
は
複
数
出
土
し

て
い
ま
す
。

鋳
型
と
は
合
い
ま
せ
ん
が
、

製
品
そ
の
も
の
も
出
上
し
て
い
ま
す
。

（小
島
正
裕
）
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出
土
遺
物
に
み
ら
れ
る

黒
色
物
質
に
つ
い
て
０

今
回
は
、

土
器
作
り
教
室
で
製
作
し
た

縄
文
土
器
で
煮
炊
き
を
し
た
時
に
で
き
る

黒
色
物
質
を
紹
介
し
ま
す
。

肉
類
や
野
菜
類
を
煮
炊
き
し
ま
す
と
、

丁
度
煮
汁
が
土
器
表
面
に
に
じ
み
で
る
付

近
が
黒
漆
を
塗

っ
た
よ
う
に
黒
光
り
す
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

（写
真
）。

以
前
、

土
器
表
面
が
黒
光
り
し
て
い
る

土
器
破
片
が
、

黒
漆
か
否
か
と
い
う
こ
と

で
多
数
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、

実
体
顕
微
鏡
や
ＦＴ
‐
ＩＲ
法
で
分
析
し

て
も
土
器
胎
土
に
似
た
測
定
波
形
し
か
得

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、

土
器
の
煮
炊
き
に
よ
る
実
験

か
ら
、

こ
の
黒
色
物
質
は
、

黒
漆
で
は
な

く
、

煮
汁
が
土
器
表
面
に
し
み
出
た
場
所

で
高
温
の
炎
に
よ
り
黒
色
化
し
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

（門
倉
武
夫
）
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今
年
度
も
江
戸
東
京
博
物
館
に
お
い
て
、

７
月
２０
日
ま
で
開
催
中
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、

地
域
展
示

と
し
て
、

多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
内
か

ら
出
上
し
た
縄
文
土
器
５２
点
等
を
出
品
し

て
お
り
、

「実
物
に
ふ
れ
よ
う
！
」

コ
ー

ナ
ー
も
設
け
、

好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

一
．
．
．！　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！　
！・　
　
　
ｉ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ

当
セ
ン
タ
ー
の
次
の
職
員
に
内
定
通
知

が
あ
り
ま
し
た
。

佐
藤
　
攻

（調
査
研
究
部
長
）
「埋
蔵

文
化
財
行
政
の
歴
史
的
経
緯
の
解
明
」

今
年
度
も
、

各
種
行
事
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

縄
文
土
器
の
野
焼
き

５
月
３
日

（祝
日
）

見
学
者
１１７
名

親
子
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

６
月
１０
日

（土
）
参
加
者
２３
組
６５
名

映
画
観
賞
会

６
月
２４
日

（土
）
　

参
加
者
９９
名

今
後
の
予
定
　
今
年
度
の
講
演
会
は

「む

か
し
人
の
風
景
」
と
い
う
展
示
テ
ー
マ
に

沿

っ
た
企
画
で
お
お
く
り
し
ま
す
。

な
お
、

こ
の
ほ
か
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

創
立
二
十
周
年
を
記
念
し
た
行
事
も
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

４
月
以
降
、

新
規
の
分
室
で
す
。

甲
崎
光
彦
係
長
、

並
木
仁
、

江
里
回
省
三
、

内
野
正
、

伊
藤
健
、

田
中
純
男
、

武
井
利
道

真
也
、

千
葉
基
次
係
長
、

長
佐
古

栗
城
譲

一

蘭
開
閑
冊
関
圏
曰
　
甲
崎
光
彦
係
長
、

竹

尾
進
、

飯
塚
武
司

闇
冊
冊
冊
圏
田
冊
四
　
千
葉
基
次
係
長
、

今
井
恵
昭
、

金
持
健
司

４
月
の
定
期
異
動
で

坂
本
直
洋

（経
理
係
長
）
、

斎
藤
勝
則

（施
設
係
長
）、
雪
田
隆
子

（調
査
研
究
部

係
長
）、
安
孫
子
昭
二

（調
査
研
究
部
係

長
）、
が
転
出
し
、

竹
元
隆
豊

（都
嘱
託

員
）
が
退
職
し
ま
し
た
。

後
任
に
、

次
の
者
が
着
任
し
ま
し
た
。

原
田
博
明

（
経
理
係
長
）
、

坂
井
則
弘

（施
設
係
長
）、
野
崎
英
夫

（都
嘱
託
員
）。

ま
た
、
４
月
１
日
付
け
で
、

調
査
研
究

部
係
長
に
原
川
雄
二
が
就
任
し
ま
し
た
。
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地域展見学会

平 成 12年 度 広 報 普 及 事 業 の ご 案 内

行 事  名 容内日  時

5/3(水 )10:00～ 14100
縄文土器の野焼 き

雑穀の種まき

縄文土器の焼成作業の実演 (見学自由)

庭国内の畑地にアワ 。キビ ・ソバ等を作付け

13:30～16:00 あユ畳i3梁言う
れ火おこし体験と遺跡庭園 「縄文の村」の探索

小学生と保護者対象 (応募者多数の場合は抽選)
6/10(土 )

6/24(■ )13:30～ 16:00 映 画会        「 稲荷塚古墳」「祖谷のかずら橋」

7/8(■ )13:30～ 16:00 第 1回 講演会
演題 「石器が語る東日本の人々」

講師 阿 部祥人 (慶応義塾大学教授)

3 0～1 6

3 0～1 6

3 0～1 6

詳細は 「広報東京都」等に掲載の予定

応募者多数の場合は抽選

8 / 1 7 (木)

8/18(【鎖)

9/9(「と)

9

9 縄文土器作 り教室

9

9/13(水 )13:30～ 16:00 第 2回 講演会
演題 「i偶 からみた縄文集回」

講師 安 孫子昭二 (都文化課学芸員)

第 3回 講演会
演題 「おしゃれな縄文人」

講師 降 旗千賀子 (目黒区美術館学芸員)

10/8(日 )11:30～ 15i30 汐 留遺跡現地説明会
当日、現地 (港区東新橋)汐 留分室で受付

江FT~時代仙台藩伊達家屋敷の船入り場遺構

13:30～16100 歩ユ暑i3梁i:う
れ火おこし体験と遺跡庭園 「縄文の村」の探索

小学生と保護者対象 (応募者多数の場合は抽選)
10/28(■ )

演題 「古代朱の風景」

講師 市 毛 勲 (早稲田実業高校教諭)
(上)13:30～ 16:00 第 4回 講演会

演題 「古代のニュータウン開発」

講師 栗 城譲一 (当センター調査研究員)
1/17(水 )13:30～ 16:00 第 5回 講演会

演題 「江戸 ・東京 。人」

講師 斉 藤 進 (当センター主任調査研究員)
2/7(水 )13:30～ 16:00 第 6回 講演会
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